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【はじめに】 乳鉢は薬学の重要な器具の一つである.しかしその語源は明確で

ない.演者は過去に,明治 7年の書籍にわが国で ｢乳鉢｣の語が使われ始めたこ

とを報告した(薬史学雑誌;2012:90-93).今回,中国古典籍の中の ｢乳鉢｣の語を

報告し,その語源の仮説を提起する.

【方法】『大漢和辞典』(大修館書店)『漢語大詞典』(上海辞書出版社)中の ｢乳｣

｢乳鉢｣の語を検索し,その用例の中国古典籍を調査した.

【結果】 次の作品に ｢乳鉢｣の語が見られた.(1)洪適 『容斎四筆.雷公胞衆論』

"症塊者,以砧砂､硝石二味,於乳鉢中研作粉 "(序)ほか ｢芭硝｣｢曾青｣｢磁石｣,

(2)『宣和書譜』唐虞世南行書"借乳鉢一帖"(巻八 行書二),(3)来貢 『乳餅詩』

"清朝薦疎盤,乳鉢有真味｡",(4) 『本草綱目』,薫陸香乳香,"以乳鉢坐熱水

中 ","在壁内奉乳鉢 ",(5)『西遊記』第六九回 :"警官聴命,即将八百味,毎

味三斤･--並乳鉢､乳槌之類都送至館中｡",(6) 『紅楼夢』第二八回 :"我投法

見,把雨枝珠花見現折了給他,還要了一塊三尺上用大紅紗去,乳鉢乳了隔面子堀".

『紅楼夢』人民文学出版社版の解説には ｢把薬研細叫乳｣とある

【考察】 これらには乳鉢の形状に言及しているものはない.明治7年にmortle

を翻訳した漢学者保田東潜は,その形状からではなく使用目的からこの語を ｢乳

鉢｣としたと考えられる.｢粉にする｣(雷公胞衆論),｢乳のように細かくする｣(紅

楼夢解説)の用例から ｢乳｣の意味を ｢柔赦｣としてみる.この器具の名称は固

いものを柔らかくすることが由来であるとすると仮定した場合,｢乳｣は液状のも

の(乳汁等)ではなく,女性の乳房の意味であると考えてよい.今後,器具の形状

等について中国の薬史学研究者との研究連携が必要である.


